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斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

〜 
平
成
22
年
度
財
政
状
況 

〜

　

平
成
22
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

町税
28億9,194万円
町民税　14.5億円
固定資産税
　　　　11.5億円
都市計画税
　　　　1.3億円
　　　　　　など

道路関係等　0.4億円
臨時財政対策債等
　　　　　　6.2億円
施設整備関係
　　　　0.5億円
　　　　　など

地方消費税
交付金
1億8,705万円 地方交付税

20億7,037万円
地方交付税
20億7,037万円

国・県からの
支出金
12億6,390万円

町債
　7億0,620万円

その他の
交付金など
1億8,840万円

繰越金 6億9,981万円 繰入金
8,186万円

使用料および
手数料
2億2,362万円
その他の収入
1億6,527万円

給

前月
からの
繰越金

自主
財源

依存
財源

貯金の
取崩し

料

親

か

き
せ

ら
の
援
助 雑収入

新たな借入金

歳入 84億7,842万円

家 計 に た と え る と

●１か月の総収入 … 29万6千円

　斑鳩家の家計簿は、斑鳩町
の決算額を人口28,600人
（平成23年３月末現在）で
割った数字を、１か月の家計
にたとえています。

一 般 会 　 　 計 決 算

斑鳩家の収入 収入額（円） 構成比（％） 平成22年の歳入
給　　　　　　　料 100,000 33.8 町税

雑　　　収　　　入

内職・パート収
入や不動産収入

14,000 4.7
使用料及び手数料
その他の収入
諸収入

貯 金 の 取 崩 し 3,000 1.0 繰入金
前月からの繰越金 24,000 8.1 繰越金

親せきからの援助 130,000 43.9

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金等

新 た な 借 入 金 25,000 8.4 町債
合　　　計 296,000

（ ）
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平成22年度の決算

その他
　31万円

普通建設事業費等
4億3,468万円

人件費
14億9,718万円

公債費
9億8,811万円

扶助費
9億4,957万円

物件費
16億1,115万円

積立金
3億5,364万円

繰出金
10億2,184万円

維持補修費
1億5,409万円 補助費等

 7億9,208万円

生

そ
の
他

生

活

費

活 費

家の増改築費

一 般 会 　 　 計 決 算
歳出 78億265万円

斑 鳩 町 の 財 政 を 、

●１か月の総支出…27万2千円（来月への繰越金2万4千円）〈平成22年度会計別決算〉

■歳入の主な用語録
町　　　税　�みなさんが納

めた町民税、
固定資産税等

地方交付税　�所得税等、国
が徴収した税
金のなかから
町の財政状況
に応じて交付
される交付金

町　　　債　�大きな事業を
おこなうため
の国や金融機
関からの借入
金

■歳出の主な用語録
人　件　費　�職員や特別職

の給与、議員
および各委員
会の委員報酬

公　債　費　�町債（借入金）
の返済金

扶　助　費　�子ども手当、
乳児・老人・
重度障害者の
医療費助成金
等

物　件　費　�消耗品や交際
費、業務委託
料等

繰　出　金　�国民健康保険
等の特別会計
へ繰り出して
使ったお金

補 助 費 等　�各種事業や団
体への補助金
や負担金

維持補修費　�公共施設の修
繕料等

普通建設事業 費　道路等の
整備等に使っ
たお金

おもな用語チェック

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 84億7,842万円 78億　　265万円

特 別 会 計 59億6,131万円 63億8,804万円

国民健康保険事業 28億6,982万円 33億1,069万円

老 人 保 健 1,605万円 1,605万円

大字龍田財産区 351万円 2万円

公共下水道事業 11億2,396万円 11億2,396万円

介護保険事業 16億7,164万円 16億6,124万円

後期高齢者医療 2億7,633万円 2億7,608万円

総　合　計 144億3,973万円 141億9,069万円

斑 鳩 家 の 支 出 支出額（円） 構成比（％） 平成22年の歳出

生　 活　 費

食費 52,000 19.1 人件費

医療費、教育費等 33,000 12.1 扶助費

ローンの返済 35,000 12.9 公債費

その他生活費

光熱水費・消耗品等 56,000 20.6 物件費

家の修繕費 5,000 1.8 維持補修費

自治会費・スポーツ
クラブ会費等 28,000 10.3 補助費等

貯金 12,000 4.4 積立金

子どもへの仕送り 36,000 13.2 繰出金

家の増改築費 家の増改築費用 15,000 5.5 普通建設事
業費等

合　　　　計 272,000
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●�

今
後
10
年
間
の
町
の
め
ざ
す
べ

き
方
向
と
そ
の
実
現
の
た
め
の

方
策
を
示
し
た
第
４
次
斑
鳩
町

総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●�

住
民
の
抱
え
る
諸
問
題
に
対

し
、
問
題
解
決
の
助
言
を
お
こ

な
う
た
め
無
料
法
律
相
談
や
、

女
性
の
総
合
相
談
等
の
相
談
窓

口
の
設
置
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

●�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
職

員
採
用
試
験
の
申
し
込
み
を
す

る
電
子
申
請
を
開
始
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ともに生き心ふれあう
まちづくり

すこやかにともに生きる福祉のまちづくり

●�

福
祉
医
療
制
度
の
充
実
を
図
る
た

め
、
県
の
助
成
に
加
え
、
町
単
独

で
小
・
中
学
生
の
入
院
・
通
院
医

療
費
を
助
成
対
象
と
し
、
子
育
て

家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を
さ
ら
に

軽
減
し
ま
し
た
。

●�

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
、

中
学
１
年
生
～
３
年
生
の
女
子
を

対
象
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
費

用
の
助
成
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

生
後
２
か
月
か
ら
60
か
月
未
満
の

乳
幼
児
を
対
象
に
、
細
菌
性
髄
膜

炎
予
防
接
種
（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
）

費
用
の
助
成
お
よ
び
、
小
児
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の

助
成
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

生
後
２
か
月
以
内
の
乳
児
を
助
産

師
が
訪
問
し
、
子
育
て
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
情
報
提
供
や
育
児
相

談
を
お
こ
な
う
ほ
か
、
よ
り
専
門

性
の
高
い
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と

で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し

た
。

●�
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症
の
発
症

を
予
防
す
る
た
め
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
費
用
の
助
成
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

●���

車
椅
子
の
重
度
身
体
障
害
者
の
移

動
支
援
と
し
て
、
従
来
の
車
両
で

は
通
行
で
き
な
か
っ
た
狭
い
道
で

も
対
応
で
き
る
、
ス
ロ
ー
プ
付
き

軽
自
動
車
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
事
業
に
お
金
を
使
い
ま
し
た

こ
ん
な
事
業
に
お
金
を
使
い
ま
し
た

こ
ん
な
事
業
に
お
金
を
使
い
ま
し
た

▲�男女共同参画の啓発と実施をおこなう住民グ
ループによる催し「児童と留学生との交流」
などを支援

▶�

「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」
館
内
で
、

月
～
金
曜
日
の
ほ
か
、
毎
月
１
回
第
４

土
曜
日
に
、
子
育
て
中
の
親
の
孤
独
感

な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
交
流
の
場

「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
開
設
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
の
親
と
子
が

気
軽
に
交
流
で
き
る
場
を
提
供

平成22年度に
　　　おこなった
主な事業を
　　　紹介します。
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にぎわいのある
　　　まちづくり

平成22年度の決算

●�

各
小
・
中
学
校
の
教
室
に
扇
風

機
を
設
置
し
、
夏
季
の
教
育
環

境
の
整
備
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
各
幼
稚
園
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

●�

放
課
後
に
お
け
る
地
域
の
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点

（
居
場
所
）
の
確
保
の
た
め
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
各
小
学

校
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

老
朽
化
の
改
善
、
生
涯
学
習
の

振
興
を
図
る
た
め
、
中
央
公
民

館
の
改
修
工
事
内
容
の
検
討
と
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

文化の香り高く
心豊かなまちづくり

●�

今
後
10
年
間
の
斑
鳩
町
の
都
市

計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

と
な
る
斑
鳩
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
斑
鳩
町
の
良
好
な

景
観
形
成
を
図
る
た
め
、
景
観

計
画
の
策
定
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
景
観
条
例
の
制
定
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

●�

住
宅
の
耐
震
化
の
向
上
を
図
る

た
め
、
申
請
に
基
づ
き
、
無
料

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
に

要
す
る
費
用
の
一
部
補
助
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

潤いのある魅力的
なまちづくり

●�

災
害
発
生
直
後
の
避
難
所
の
開
設
・
運

営
・
緊
急
物
資
の
供
給
や
災
害
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
仮
設
住
宅
の
管
理
、
災

害
援
護
資
金
や
義
援
金
の
一
括
管
理
を

お
こ
な
う
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。

●�

国
民
保
護
関
係
等
の
警
報
を
受
信
す
る

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
︱
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
導
入
し
、
防
災
情
報
メ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

●�

全
家
庭
か
ら
出
る
木
く
ず
・
草
類
の
分

別
収
集
を
開
始
し
、
焼
却
処
理
か
ら
た

い
肥
化
処
理
を
お
こ
な
う
こ
と
で
可
燃

ご
み
の
焼
却
量
の
削
減
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

●�

家
屋
等
へ
の
浸
水
時
の
迅
速

な
排
水
作
業
を
お
こ
な
う
た

め
可
搬
式
の
水
中
ポ
ン
プ
を

購
入
し
ま
し
た
。

●�

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
北
自
由
通
路

と
、
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
か
ら
竜
田

川
・
三
室
山
方
面
へ
の
誘
導
を

中
心
に
４
か
国
語
表
示
の
案
内

サ
イ
ン
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

●��

農
地
の
保
全
を
図
る
た
め
遊
休

農
地
解
消
の
取
り
組
み
を
お
こ

な
い
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
、

菜
の
花
・
そ
ば
・
黒
米
・
じ
ゃ

が
い
も
栽
培
を
お
こ
な
う
栽
培

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、
食
や

農
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

安全で
　快適なまちづくり

▲�子どもたちに文化財の大切さと身近にある
文化財を知ってもらうため、「こども考古
学教室」勾玉づくり、こども斑鳩の古墳め
ぐりを開催
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▲�訪れる人だけでなく、住む人にも潤いと安
らぎを与える風景、景観のため、法起寺、
法輪寺周辺などの田園風景と歴史的景観が
一体となった地域で、コスモス栽培を実施

▲�環境問題に対する住民意識の向上等を推進するため体験型学
習会をおこなうとともに、環境標語を募集し最優秀作品2点を
ハイブリッドごみ収集車に掲示し、ごみ収集時に啓発を実施

▲�商工会や観光協会等による実行委員会を開
設し、物産の開発や物産展をおこなうなど
観光力のアップを図るとともに、観光、商
工の活性化を目的に「斑鳩市」を開催
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監
査
委
員
の
意
見

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決

算
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖

広
両
監
査
委
員
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
お
よ
び

財
産
に
関
す
る
調
書
の
各
計
数
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り
の
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計

数
に
誤
り
な
く
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

■ 

決
算
の
総
括

　

当
年
度
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
純
計
決
算
額

は
、
歳
入
１
３
５
億
６
３
百
万
円
、
歳
出

１
３
３
億
１
４
百
万
円
で
差
引
形
式
収
支
は

２
億
４
９
百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
前
年
度

比
歳
入
で
１
億
８
７
百
万
円
、
歳
出
で

２
億
１
３
百
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
引
き
続

き
決
算
規
模
は
少
し
小
さ
く
な
っ
た
。
例
年
を

上
回
る
公
債
の
償
還
と
基
金
積
立
も
あ
り
、
実

質
的
に
は
表
面
数
値
を
超
え
る
規
模
縮
小
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

連
結
収
支
は
、
形
式
収
支
、
実
質
収
支
、
実

質
単
年
度
収
支
の
黒
字
は
前
年
を
上
回
り
、
単

年
度
収
支
も
基
金
積
立
額
を
考
慮
す
れ
ば
好
転

し
て
お
り
、
収
支
計
算
上
で
は
ま
ず
ま
ず
の
決

算
で
あ
る
。

　

不
納
欠
損
処
理
額
は
５
千
万
円
で
前
年
度
比

４
５
百
万
円
減
、
収
入
未
済
額
は
同
２
５
百
万

円
減
の
３
億
５
６
百
万
円
と
毎
年
減
少
を
続
け

て
い
る
。
こ
こ
数
年
間
の
徴
収
手
続
の
厳
格
化

の
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
自
主
財
源
比
率
が
改

善
さ
れ
て
い
る
が
、
繰
越
金
１
億
９
７
百
万
円

増
に
よ
る
も
の
で
町
税
は
前
年
度
比

１
億
２
９
百
万
円
も
減
収
と
な
っ
て
い
て
実
質

的
に
は
同
比
率
の
変
化
は
な
い
。
繰
越
金
は
平

成
20
年
度
以
降
急
上
昇
し
て
き
て
お
り
、
当
年

度
７
億
円
と
歳
入
中
の
８
．
３
％
も
占
め
て
お

り
、
繰
越
金
収
入
の
余
剰
が
次
年
度
の
繰
越
金

を
生
ん
で
い
る
。
予
算
編
成
が
決
算
を
待
た
ず

に
進
め
ら
れ
る
た
め
で
、
財
政
制
度
の
難
点
で

も
あ
る
。

　

町
債
は
連
結
ベ
ー
ス
で
１
８
２
億
９
１
百
万

円
と
５
百
万
円
の
増
と
な
っ
た
が
そ
の
伸
び
は

鈍
っ
た
。
水
道
事
業
の
企
業
債
、
一
部
事
務
組

合
公
債
の
町
負
担
見
込
額
を
加
え
た
全
町
債
は

１
９
８
億
２
９
百
万
円
で
こ
の
方
も
前
年
度
比

２
億
９
４
百
万
円
の
減
と
連
年
増
加
が
続
い
て

い
た
が
一
休
止
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
全
基
金
は
２
６
億
５
５
百
万
円
で

２
億
３
９
百
万
円
積
み
上
が
っ
た
が
、
長
期
財

政
推
移
を
勘
案
し
、
妥
当
な
保
持
額
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■ 町債の状況■ 財産の状況

■ 基金の内訳

　

特
別
会
計
以
下
と
詳
細
な
決
算
審
査
意
見
書

は
、
役
場
２
階
情
報
公
開
窓
口
に
提
示
し
て
い

ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

会　　　計 平成22年度末現在高

一 般 会 計 102億8,314万円

特 別 会 計 80億0,790万円

合　　　計 182億9,104万円

借　入　先 平成22年度末現在高

財 政 融 資 資 金 61億9,355万円

旧簡易生命保険資金 16億5,755万円

市 中 銀 行 38億7,141万円

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金 59億4,195万円

住 民 公 募 債 2億円

奈 良 県 3億6,108万円

旧 郵 便 貯 金 資 金 6,550万円

合　　　計 182億9,104万円

財産の種類 平成22年度末現在高
土 地 352,035㎡
建 物 91,965㎡
有 価 証 券 104万円
基 金 33億5,825万円

財 政 調 整 基 金 18億5,647万円
減 債 基 金 2億7,370万円
公共施設整備基金 44万円
都市計画事業整備基金 26万円
福 祉 基 金 3億2,561万円
文 化 振 興 基 金 8,657万円
斑鳩の里歴史文化遺産
保 存・ 活 用 基 金 863万円

スポーツ振興基金 2,095万円
土 地 開 発 基 金 7億2,433万円
国民健康保険財政調整基金 7万円
介護保険給付費準備基金 6,122万円

合計 33億5,825万円
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平
成
22
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
の
状
況

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
普
通
会
計

の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖
広
両
監
査
委
員
よ
り
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
審
査
の
結
果
】

１
．
総
合
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

２
．
個
別
意
見

①
実
質
赤
字
比
率

　

平
成
22
年
度
の
実
質
赤
字
比
率
は
、
決
算
が

黒
字
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
問
題
は
な
い
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

平
成
22
年
度
の
連
結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い

て
も
同
様
に
黒
字
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
黒
字

比
率
が
さ
ら
に
改
善
さ
れ
問
題
は
な
い
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

平
成
22
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
７
．

７
％
と
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

昨
年
度
よ
り
な
お
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
て
問
題
は
な
い
。

④
将
来
負
担
比
率

　

平
成
22
年
度
の
将
来
負
担
比
率
は
１
５
．

２
％
と
早
期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、
問
題
は
な
い
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　
〔
水
道
事
業
会
計
〕

　

水
道
事
業
の
本
年
度
決
算
に
お
け
る
財
務
の

短
期
流
動
性
を
示
す
流
動
比
率
は
２
９
７
％
で

資
金
不
足
の
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。ま
た
、

よ
り
実
質
的
な
資
金
不
足
額
を
把
握
す
る
た
め

平
成
23
度
中
の
企
業
債
償
還
予
定
額
を
「
１
年

基
準
」
に
基
づ
き
流
動
負
債
に
算
入
し
て
も
流

動
比
率
は
１
７
２
％
と
な
っ
て
資
金
不
足
に
は

な
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
資
金
不
足
額
を
年
間
収
益
額

で
除
し
た
資
金
不
足
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
（
資
金

過
剰
）
２
７
．
０
％
と
な
り
、
経
営
健
全
化
基

準
の
２
０
％
と
比
較
し
て
、
良
好
な
状
態
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
〔
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
〕

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
差
引
収
支
額

０
円
で
、
繰
上
充
用
額
、
支
払
繰
延
額
、
事
業

繰
越
額
及
び
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
の
地
方
債
の
い
ず
れ
も
な

く
、
実
質
的
資
金
不
足
比
率
は
０
％
と
な
り
、

経
営
健
全
化
基
準
の
２
０
％
と
比
較
し
て
良
好

な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３
．
是
正
勧
告
を
要
す
る
事
項

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

平成22年度の決算

　

平
成
22
年
度
に
斑
鳩
町
の
一
般

会
計
に
入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

は
、84
億
７
，８
４
２
万
円
、使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
は
、
78
億
２
６

５
万
円
、
差
し
引
き
、
６
億
７
，

５
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
、
平
成
23
年
度
に
繰
り
越

す
財
源
、
４
，
９
４
１
万
円
を
差

し
引
い
た
金
額
（
実
質
収
支
額
）

は
、
６
億
２
，
６
３
６
万
円
の
黒

字
で
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て

作
成
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率

（
下
図
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
比
率
に
つ
い
て
も
早
期
健

全
化
団
体
と
な
る
基
準
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
現
段
階
に
つ
い

て
は
健
全
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
財
政

状
況
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
斑
鳩
町
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

企
画
財
政
課（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
22
年
度
決
算
か
ら

■ 斑鳩町の健全化判断比率の状況（平成22年度） （単位：％）

指標 区　　分 平成22年度
（A）

平成21年度
（B） （A）－（B） 指標の概要

実　　質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 11.39） −（△ 12.46） 1.07 福祉、教育、まちづくり等をおこなう地方公共団体の
一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻
度を把握する指標

早期健全化基準 14.70 14.80
財政再生基準 20.00 20.00

連結実質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 9.02） −（△ 8.90） △ 0.12 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体と
しての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を把握する指標

早期健全化基準 19.70 19.80
財政再生基準 35.00 40.00

実質公債
費 比 率

斑鳩町の比率 7.7 8.7 △ 1.00
借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化
し、資金繰りの危険度を把握する指標早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

将来負担
比　　率

斑鳩町の比率 15.2 15.7 △ 0.50 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを把握する指標

早期健全化基準 350.0 350.0
財政再生基準 − −

注） 実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は負の値で表示しています。



�2011.11.  広報 

子の信頼関係から心の居場所づくり
～ 人権セミナー ～
9/16・中央公民館

　差別のない社会の実現をめざし、住民一人ひとりが人

権問題について学ぶ機会づくりとして、年間6回の「斑

鳩町人権セミナー」が開催され、今回は、「『ひきこもり』

支援から見える『不登校』予防」と題して、柏原市地域

就労支援センター　藤本武コーディネーターによる講演

がおこなわれました。

　「ひきこもりは、特別なことではなく、誰にでも起こ

りうる状態です。」「どんどん家のことをしてもらってく

ださい。子どもの能力を借りて子育てをおこなうことで、

親子の信頼関係ができます。そして、自分は必要なんだ。

という心の居場所をつ

くり、がんばってみよ

うかなと思うようにな

ります。」と事例をあ

げながら、地域のなか

で見守り、自尊心を育

てることの大切さにつ

いて話されました。

親 ちゃんと一緒にストレス解消
～子育て支援講座「ベビーダンス」～

10/6・生き生きプラザ斑鳩

　子育て中の保護者のみなさんの運動不足や

ストレス解消のため、有酸素運動をおこなう

「ベビーダンス」を子育て支援講座で実施。

赤ちゃんと一緒に楽しく運動することで、自

然と身体全体がリラックスするとともに、赤

ちゃんとスキンシップが図れ、参加者は、親

子ですがすがしい時間を過ごしているようで

した。

赤

動かす感動は元気の源
～ 敬　老　会 ～

９ / 1 7 ・いかるがホ－ル

心

　敬老の日を前に9月17日、70歳以上のみなさ

んを招いて「敬老会」が開かれました。

　米寿者や結婚50周年のご夫婦のみなさんへの

お祝いなどの「敬老式典」がおこなわれたあと、

大衆演劇「劇団武る」による芝居や舞踊などがお

こなわれました。

　涙を誘う芝居や豪華な

衣装で舞台狭しと舞う舞

踊、座長による女形の艶

やかな姿に、観客からは

大きな拍手が送られまし

た。

▲
「『ひきこもり』支援から見え
る『不登校』予防」と題して
講演をする藤本コーディネー
ター

▲親子で楽しく「ベビーダンス」
　�気持ちの良いゆれに、赤ちゃんは、
おかあさんにだかれ　スヤスヤ

◀�

米
寿
者
や

　

結
婚
50
周
年
の
み
な
さ
ん

◀�

大
衆
演
芸
「
劇
団
武
る
」
の

　
　
　
　

芝
居
・
舞
踊
シ
ョ
ー
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　気持ちの良い初秋の空気のもと、上宮遺跡公園で、

斑鳩の里を発祥の地とする「金剛流」の里帰り公演

「観月祭」がおこなわれました。

　舞台では、能楽「鉄
かな

輪
わ

」や、狂言「魚
うおぜっきょう

説経」など

が披露され、約650人の観客は、月夜の静寂のなか、

パチパチと聞こえるマキの燃える音と雅な舞に、幽

玄の世界へと引き込ま

れているようでした。

　暑い日が続いた今年

は、気持ちのよい初秋

の空気に、ホッとしな

がら秋の訪れを肌で感

じる「観月祭」でした。

静寂の秋の夜　幽玄の世界へ誘う
～ 観　月　祭 ～

9 / 2 2 ・上宮遺跡公園

　子どもたちの耐震に対する知識の向上と、家

庭で耐震化の必要性について考えるきっかけづ

くりにと、奈良県主催の岩崎亮平 一級建築士

による「小学校出張講座」が斑鳩小学校５・６

年生と斑鳩東小学校６年生を対象におこなわれ

ました。

　子どもたちは、起震車で地震の揺れを体感し

たり、岩崎一級建築士の授業で、壁にすじかい

があるかないかで、

家の揺れ方が違うこ

とや、地震の際に地

面から水が染み出て

くる液状化の仕組み

に つ い て、 模 型 を

使ってわかりやすく

学びました。

地震を知り　耐震化を考える
～奈良県主催
「小学校出張講座　地震体験をしよう」～
10/6斑鳩小学校・10/17斑鳩東小学校

◀�子どもたちの質問
にていねいに答え
る岩崎一級建築士
　　　　　（斑鳩小）

　

急
に
水
が
染
み
出
て
き
て
、

◀
家
が
傾
き
ま
し
た
（
斑
鳩
東
小
）

▶仕
舞
「
舎
利
」
の

　
　
　
　

一
場
面

◀�大きな揺れに、机につかまるのが
精一杯でした　　　　（斑鳩東小）

▲
狂言「魚説経」の一場面

▶
能楽「鉄輪」の
一場面

▶壁
に
「
す
じ
か
い
」

が
な
い
と
大
き
く
揺

れ
る
な　
（
斑
鳩
小
）



※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

4 3 2 1

藤ノ木古墳　埋葬当時の状態に再現された復元品の展示
斑鳩文化財センター

（ 0745-70-1200）

　今月号では、10月号に引き続き、11月３日（祝・木）から11
月29日（火）まで開催します平成23年度秋季特別展「第２回　国
宝藤ノ木古墳出土品里帰り展」のみどころなどについて紹介し
ます。
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今
回
の
「
里
帰
り
展
」
で
は
、
石せ
っ
か
ん
な
い

棺
内

よ
り
出
土
し
た
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

副ふ
く
そ
う
ひ
ん

葬
品
と
、
埋ま
い
そ
う葬
当
時
の
状
態
に
再
現
さ

れ
た
復
元
品
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。

き
ら
び
や
か
に
輝
く
装

そ
う
し
ょ
く飾
大た

ち刀
の

復
元
品

　
「
大
刀
１
」
は
、
全
長
約
１
３
６
㎝
と

大
振
り
で
、
銀
板
や
金こ
ん
ど
う銅
板
な
ど
で
装
飾

が
施
ほ
ど
こさ
れ
、
大
刀
全
体
に
紺こ
ん
色
の
ガ
ラ
ス

玉
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
豪ご
う
華か

絢け
ん
ら
ん爛な
大
刀

で
す
。
こ
の
装
飾
大
刀
に
は
、「
三み
わ輪
玉だ
ま
」

と
呼
ば
れ
る
把と
っ
て手
に
つ
け
ら
れ
た
飾
り

や
、「
魚ぎ
ょ
は
い佩
」
と
い
う
魚
の
形
を
し
た
金

銅
板
の
飾
り
が
伴
と
も
ない
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

形
状
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
刀

は
伊
勢
神
宮
に
伝
わ
る
玉た
ま
ま
き纒
大の
た
ち刀
の
原
型

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
藤
ノ
木
古
墳
か

ら
は
こ
の
装
飾
大
刀
２
振ふ
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ

石
棺
内
の
南
壁
と
北
壁
に
沿
っ
て
副
葬
さ

れ
た
刀
剣
の
一
番
上
に
置
か
れ
た
状
態
で

出
土
し
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
す
る
大
刀
１
の
復
元
品
は
、

著
名
な
刀
か
た
な

鍛か
じ冶
で
あ
る
河か
わ
ち
く
に

内
國
平ひ
ら
と
う
し
ょ
う

刀
匠
な

ど
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
理

化
学
的
な
調
査
で
得
ら
れ
た
材
質
や
構
造

を
も
と
に
、
お
よ
そ
１
４
０
０
年
前
の
副

葬
さ
れ
た
当
時
の
状
態
に
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
。
通
常
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
附
属
博
物
館
で
常
設
展
示
さ
れ
て
い

て
、
今
回
が
初
め
て
の
館
外
展
示
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
斑
鳩
文
化
財

セ
ン
タ
ー
で
き
ら
び
や
か
に
輝
く
装
飾
大

刀
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
棺
内
に
副
葬
さ
れ
た
４
面
も
の
銅
鏡

　

藤
ノ
木
古
墳
出
土
の
「
銅
鏡
」
は
４
面

あ
り
、
直
径
約
16
㎝
～
22
㎝
で
、
鏡き
ょ
う
は
い背
に

は
獣
け
も
のや
神し
ん
せ
ん仙
な
ど
の
様
々
な
文
様
が
鋳い
だ出

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
面
の
銅
鏡
の
う
ち
、

３
面
が
北
側
被ひ

葬そ
う
し
ゃ者の
頭
部
付
近
に
、
１

面
が
南
側
被
葬
者
の
頭
部
付
近
に
副
葬
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
ノ
木
古
墳
が
造
ら
れ
た
６
世
紀
後
半

は
、
複
数
の
銅
鏡
の
副
葬
が
お
こ
な
わ
れ

な
く
な
る
時
期
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

４
面
も
の
銅
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
ら
の
銅
鏡
の

副
葬
の
あ
り
方
に
、
被
葬
者
像
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
実
物
の
銅
鏡
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
被
葬
者
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
秋
季
特
別
展
の
開
催
に
あ
わ
せ

て
、「
こ
ど
も
鏡
づ
く
り
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
低
い
温
度
で
と
け
る
特
殊
な
合

金
を
使
っ
て
、
小
型
の
鏡
を
作
り
ま
す
の

で
、
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
と
保

護
者
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
※
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
10

月
号
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▶大
た ち

刀１（復元品）



　今年度の「ちょっと知ってる？斑鳩町」は、斑鳩町
と交流を深めている友好都市についてお知らせしてい
ます。
　斑鳩町と友好都市提携を結んでいる３町のうち大阪
府太子町と兵庫県太子町を6月号から紹介してきまし
た。
　10月号は長野県飯島町の歴史について、11月号は、
特産品について紹介します。

豊かな自然で育まれた
四季折々の特産品

斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）

　「ちょっと知ってる？斑鳩町」
は、斑鳩町の歴史や風習のほか、
斑鳩町のちょっと気になることを
調べてお伝えする不定期連載です。

　「ちょっと知ってる？斑鳩町」
は、斑鳩町の歴史や風習のほか、
斑鳩町のちょっと気になることを
調べてお伝えする不定期連載です。
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「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
大
和
路
21
・
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
」

（
あ
な
た
が
示
す
交
通
安
全
）
運
動
展
開
中

①　

３
Ｓ
（
ス
リ
ー
エ
ス
）
の
実
践

　

シ
グ
ナ
ル
…
…
信
号
を
守
る

　

ス
ト
ッ
プ
…
…
一
時
停
止

　

ス
ピ
ー
ド
…
…
安
全
速
度
の
励
行

②�　

正
し
い
横
断
と
横
断
歩
行
者
を
優

先
す
る
運
転
の
実
践

③�　

反
射
材
の
活
用
と
状
況
に
応
じ
た

前
照
灯
切
替
え
の
励
行

④�　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

（
使
）
用
の
徹
底

⑤�　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
の
普
及

促
進

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
各
種
交
通
事
故
抑

止
対
策
の
強
化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

カ
ー
ナ
ビ
を
狙
っ
た

　
　
　
　

車
上
ね
ら
い
が
多
発

　

９
月
１
日
～
15
日
の
あ
い
だ
奈
良
市

内
、
生
駒
市
内
、
大
和
郡
山
市
内
、
斑

鳩
町
内
、
天
理
市
内
で
カ
ー
ナ
ビ
を

狙
っ
た
盗
難
被
害
が
21
件
発
生
し
て
い

ま
す
。軽
四
自
動
車
の
被
害
が
約
７
割
。

　

今
後
も
連
続
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
カ
ー
ナ
ビ
盗
難
防
止
ネ
ジ
を

取
り
付
け
る
な
ど
の
防
犯
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

豊
か
な
自
然
が
産
む
魅
力
的
な
農
産
物

　

中
央
ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル
プ
ス
の
ふ
た

つ
の
ア
ル
プ
ス
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
自

然
豊
か
な
飯
島
町
。
中
央
ア
ル
プ
ス
を
水

源
と
す
る
水
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
を

育
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
果
樹
栽
培

は
盛
ん
で
、
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
が
四

季
折
々
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
健
康
食
品

と
し
て
も
人
気
の
高
い
ヤ
マ
ビ
コ
シ
メ
ジ

も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
や
ゆ

り
な
ど
の
花
栽
培
も
盛
ん
で
、
花
の
町
と

し
て
も
有
名
で
す
。

飯
島
町
で
昔
か
ら
親
し
ま
れ
た
特
産
品

　

飯
島
町
の
食
文
化
と
し
て
昔
か
ら
親
し

ま
れ
て
き
た
五
平
も
ち
や
馬
肉
は
観
光
土

産
品
と
し
て
人
気
が
高
く
、
馬
肉
を
使
っ

て
開
発
さ
れ
た
「
さ
く
ら
丼
」
も
好
評
で

す
。
ま
た
、
天
然
水
で
醸
造
さ
れ
た
各
種

の
酢
な
ど
、
飯
島
町
で
取
れ
た
食
材
を

使
っ
た
安
心
で
安
全
な
特
産
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

新
し
い
飯
島
町
の
特
産
品
が
誕
生

　

大
自
然
の
恵
み
が
新
し
い
特
産
品
を
産

み
ま
し
た
。
飯
島
産
の
唐
辛
子
を
使
用
し

た
「
す
っ
ぱ
辛
の
素
」。
飯
島
町
の
土
地
・

気
候
に
合
う
唐
辛
子
を
栽
培
し
、
中
央
ア

ル
プ
ス
の
天
然
水
で
醸
造
さ
れ
た
酢
と
合

わ
せ
た
新
調
味
料
だ
そ
う
で
す
。
辛
さ
の

中
に
も
甘
み
が
あ
り
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
の
唐
辛
子
ビ
ネ
ガ
ー
。
焼
肉
、
ラ
ー
メ

ン
、
餃
子
、
野
菜
炒
め
に
ピ
ッ
タ
リ
。「
健

康
」
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
２
つ
の
素
材
が

日
々
の
料
理
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

飯
島
町
の
特
産
品
は
、
古
く
か
ら
あ
る

も
の
と
新
し
い
も
の
を
融
合
さ
せ
な
が

ら
、
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。

▲すっぱ辛の素

▲�飯島町で昔から親しまれた
五平もちや馬肉、さくら丼

▲�飯島町の自然に育まれたナシ
やリンゴ、しめじや花



☎
０
７
４
５
�
７
７
３
３

●
お
す
す
め
の
本
●

男 女 共 同 参 画
社会をつくろう

ver.116

臨
時
開
館
（
11
月
３
日
㈭
：
文
化
の
日
）

　

い
か
る
が
の
里
文
化
芸
術
祭
開
催
に
と

も
な
い
、
図
書
館
を
臨
時
開
館
し
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

で
す
。

　斑鳩町男女共同参画社会づくりセミナーの参加者により発足し
た、男女共同参画社会を推進する住民団体「いかるがKAIGI」。平
成13年に発足してから今年で10周年を迎えます。今月号は10年
を記念しておこなわれる催しについて紹介します。

1�2011.11.  広報 

　「いかるがKAIGI」のみなさ
んは、斑鳩町の男女共同参画社
会の推進に向けて、毎年、男女
共同参画社会づくりセミナーを
おこなうことで、男女共同参画
の大切さ、自分らしく生きるこ
とのすばらしさについて発信し
てこられました。
　発足10周年を迎え、さらな
る飛躍の年になるよう、男女共
同参画の原点にたちかえり、外
国の現状と日本の現状を比較し
ながら、男女共同参画について
考える催しをおこないます。

　

昨
年
反
響
を
呼
ん
だ
詩
集
の
文
庫
版
。

自
己
表
現
が
極
端
に
苦
手
な
少
年
た
ち
を

対
象
に
行
わ
れ
る
、�

奈
良
少
年
刑
務
所
の

更
生
教
育
「
社
会
性
涵か
ん
よ
う養プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

そ
の
一
つ
「
童
話
と
詩
」
の
授
業
か
ら
生

ま
れ
た
、
美
し
い
詩
の
数
々
。
編
者
の
解

説
か
ら
は
、
少
年
た
ち
が
詩
を
書
き
互
い

に
鑑
賞
し
あ
う
な
か
で
、
他
者
に
心
を
開

い
て
い
く
様
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

私、輝いて　そして　未来へ
　　～ 少子化とアメリカ男性の提言 ～

　現在少子化が急速に進んでいます。また、働く女性たちが増え
てきているなかで、第１子の誕生で60％～70％近い女性が仕事を
辞めるのが現状です。アメリカ男性の提言に耳を傾けながら男女
共同参画について見直してみませんか。

オープニング　ピアノ演奏　／　シンポジウム
日時　11月19日（土）午後１時30分開演
場所　いかるがホール　２階小ホール
定員　８０人　　　　　参加費　無料
申込　�準備の都合上下記まで電話、fax、Eメールで、住所・氏名・

電話番号をお知らせください。（当日参加大歓迎）
託児　２歳以上就学前対象・要申込・無料
申込・問合せ　企画財政課　セミナー係
　　　☎：0745-74-1001（内線252）　fax：0745-74-1011
　　　Eメール：kikaku@town.ikaruga.nara.jp

寮　

美
千
子　

編
／
新
潮
社

空
が
青
い
か
ら
白
を
え
ら
ん
だ
の

で
す　

―　

奈
良
少
年
刑
務
所
詩
集　―

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に対する暴力は、
女性の人権を著しく侵害するものです。
パネル展示をおこないます

　期間　11月14日（月）～21日（月）
　場所　生き生きプラザ斑鳩　1階フリースペース

女性に対する
暴力とは？

毎年11月12日～11月25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

あなたのまわりでこんな
ことはありませんか？

男女共同参画社会づくりセミナーⅠ（主催：いかるが KAIGI）

女性のエンパワーメントの向上



　みなさんの家から出たごみは、収集車で運ばれた
あと、どこへ行って、どんな風に処理されているの
か知っていますか？
　ごみのゆくえを見ると、ごみの分別の大切さがよ
く分かるよ。

※ チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。　斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

こ
ど
も
工
作
教
室

　
「
ぬ
の
絵
で
干た

つ支
を
作
ろ
う
」

日
時　

11
月
27
日（
日
）午
前
9
時
30
分
～

場
所　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
研
修
室

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人

持
物　

は
さ
み
・
木
工
用
ボ
ン
ド

申 

込　

11
月
2
日（
水
）～
16
日（
水
）に
図

書
館
へ
（
先

着
順
・
電
話

ま
た
は
窓
口

へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

︱ 

お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　

11
月
19
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　

11
月
8
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　

11
月
8
日（
火
）
午
前
11
時
～

︱ 

図
書
展
示 

︱

　

11
月
は
「
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
考
え
る
」
で
す
。

ごみのゆくえを見に行こう

1� 2011.11.  広報 

　斑鳩町では、毎年、「ごみのゆく
え探検ツアー」としてごみの処理行
程の見学会を実施しています。
　今年度は、自治会別のツアーも募
集し、９月から12自治会にご参加い
ただき、その他プラスチック類の選
別行程と木くず・草類や生ごみのた
い肥化行程を見学するツアーを実施
しています。
　普段見ることのできない場面が
いっぱい！みなさんも次の機会にぜ
ひ、ご参加ください。

～�この事業は全国モーターボート競走
施行者協議会からの拠出金を受けて
実施しています～

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

9月

8月

7月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

9月の生ごみたい肥化量6,341㎏
　可燃ごみの2.4％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数823世帯（9月末）

●プラスチックは手で選別しています

参加者の声♪

分別が手仕事なの
にはびっくりしま
した。臭いもあり、
ごみ袋に入れると
きは、洗浄を今ま
で以上にしたいと
思いました。

●木くず・草類、生ごみを混ぜてたい肥にしています

参加者の声♪

私たちが捨てたご
み等がたくさんの
人の手でたい肥に
なっていることが
分かり、良い勉強
になりました。

11月13日（日）ゼロ・ウェイストフェスティバルで、木くず・草類、
生ごみを混ぜて作ったたい肥を無料で配ります。ぜひ、この機会に
お試しください。

未来が変わる。
日本が変える。
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高
齢
者
宅
防
火
訪
問
実
施

　
　
　

西
和
消
防
署
予
防
課

（
☎
０
７
４
５
�
１
０
０
１
）

　

西
和
消
防
署
で
は
、
11
月
９
日
～
15
日

ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
動
を
お
こ
な
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
み
な
さ
ん
へ
、
消
防
に
対
す
る

理
解
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

「
防
火
訪
問
」を
お
こ
な
い
ま
す
。内
容
は
、

火
の
取
り
扱
い
の
注
意
や
使
用
し
て
い
る

暖
房
機
器
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
戸
数
が
大
変
多
い
た
め
、
期

間
が
11
月
末
頃
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊�

２
度
の
訪
問
で
会
え
な
い
場
合
は
、
電

話
に
よ
り
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊�

訪
問
職
員
は
、「
消
防
公
務
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

たくさんの義援金が集まりました
　ご協力いただいた義援金・支援金につ
いて、次のようにご報告いたします。

（Ｈ．23.10.13現在）

【奈良県台風12号災害への義援金】
　■日本赤十字社への義援金
　　受入総額　122,699円
　　送金済額　101,789円
　■県内被災市町村への支援金
　　受入総額　482,317円
　　送金済額　100,000円

【東日本大震災への義援金】
　■日本赤十字社への義援金
　　受入総額　13,089,730円
　　送金済額　13,051,275円
　■大槌町への支援金
　　受入総額　4,372,330円
　　送金済額　3,990,000円

（支援物資購入分54万円含む）

11
月
９
日
～
15
日

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　

消
す
心　

置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は

役
場
（
福
祉
課
）
ま
た
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
４
５
�
４
０

０
０
）

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
ご
と
、
悩

み
ご
と
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　９月に発生しました台風12号により、お亡く
なりになられたみなさまのご冥福を心よりお祈
り申し上げますとともに被災されたみなさまに
謹んでお見舞い申し上げます。
　被災されたみなさまに、できる限りの支援を
していきたいと考え、義援金を受け付けていま
す。また、引き続き東日本大震災、岩手県大槌
町への義援金も受け付けていますのでご協力を
お願いします。
募 金箱設置場所　役場各窓口、中央・西・東公
民館、中央体育館、斑鳩文化財センター、生
き生きプラザ斑鳩、東・西老人憩の家、ふれ
あい交流センターいきいきの里、法隆寺ｉセ
ンター、いかるがホール、町立図書館
※�役場福祉課（☎内線127）または、社会福
祉協議会（☎0745―74―5122）でも直接
受け付けています。

「
奈
良
県
台
風
12
号
災
害
」
へ
の

人
的
支
援
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

奈
良
県
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、「
奈
良

県
台
風
12
号
災
害
」
で
の
被
災
地
へ
の
町

職
員
の
派
遣
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
か
ら
約
３
か
月
の
予
定
で
、

水
道
復
旧
業
務
支
援
と
し
て
、
順
次
水
道

技
術
職
員
を
十
津
川
村
へ
派
遣
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
短
期
派
遣
と
し
て
十
津
川

村
へ
は
土
木
技
術
職
員
、
野
迫
川
村
へ
は

保
健
師
に
よ
る
業
務
支
援
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

同
じ
奈
良
県
内
の
自
治
体
と
し
て
、
少

し
で
も
復
興
へ
の
手
助
け
に
な
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

「奈良県台風12号災害」「東日本大震災」への
　義援金・支援金にご協力お願いします

▶�

十
津
川
村
で
の
斑
鳩
町
職
員
の
支
援

の
よ
う
す
（
配
水
管
の
新
設
作
業
）
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国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
、
ま

た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査
が

ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
特
定
健
康
診
査
等

を
受
け
た
人
は
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り

と
自
己
の
健
康
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
受
け
な
か
っ
た
人
は
ど
う
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
仕
事
が
忙
し

い
」「
ど
こ
も
悪
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
普

段
か
ら
生
活
習
慣
に
は
気
を
付
け
て
い

る
」
な
ど
、
特
定
健
康
診
査
等
を
受
け
な

い
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
気
が
付
い
た
こ
ろ
に

は
病
状
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
病
状
が
改

善
す
る
ま
で
長
期
の
療
養
を
必
要
と
し
、

医
療
費
の
増
加
を
招
く
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
少
し
で
も
医
療

費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
み
な
さ
ん

が
で
き
る
こ
と
は
、
特
定
健
康
診
査
等
を

受
け
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
に
目
を
向

け
る
こ
と
で
す
。
特
定
健
康
診
査
等
は
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ

で
す
。
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、
早
期
治

療
を
は
じ
め
る
た
め
に
も
、
自
分
の
健
康

状
態
を
診
て
も
ら
い
、
数
値
で
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
特
定
健
康
診

査
等
を
受
け
、自
己
の
健
康
管
理
に
努
め
、

健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

国
保
医
療
課

　
（
☎
内
線
１
１
３
・
１
１
４
）

　

健
康
対
策
課

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

自
分
の
健
康
管
理
は

ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

働
く
世
代
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を
財
源
と
し
て
老
齢
世
代
に
年
金
を
支

給
す
る
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
仕

組
み�
︱�
そ
れ
が
「
国
民
年
金
」
で
す
。

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
、
配
偶
者
を

亡
く
し
て
遺
族
に
な
っ
た
と
き
に
も
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

　

月
額
１
５
，
０
２
０
円

　

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ

の
間
に
最
低
25
年
以
上
（
保
険
料
免
除
期

間
な
ど
を
含
む
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。（
こ
の
期
間
は
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

学
生
以
外
の
人
で
、
経
営
不
振
、
失
業

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と

き
は
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
申
請
者
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
等
に
よ
り
免
除
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。）
ま
た
、
20
歳
代
で
、

所
得
の
高
い
世
帯
主
に
よ
り
免
除
の
対
象

に
な
ら
な
い
人
等
に
は
、「
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
の
基
準
や
申
請
の
期
限
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

学
生
納
付
特
例
制
度
お
よ
び
保
険
料
免

除
制
度
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
５
）

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
は

免
除
制
度
等
を
利
用
く
だ
さ
い

明
日
の

　

あ
な
た
を

　
　
　

考
え
て
…

年
金
は
あ
な
た
が

　
　
　

主
人
公
で
す

年
金
は
あ
な
た
が

　
　
　

主
人
公
で
す

年
金
は
あ
な
た
が

　
　
　

主
人
公
で
す

明
日
の

　

あ
な
た
を

　
　
　

考
え
て
…

明
日
の

　

あ
な
た
を

　
　
　

考
え
て
…

〜
11
月
は

　
　

年
金
月
間
で
す
〜

〜
11
月
は

　
　

年
金
月
間
で
す
〜

〜
11
月
は

　
　

年
金
月
間
で
す
〜



相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、22日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場1階

第2会議室
住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
24日㈭ 9:00～16:00

役 場1階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

10日㈭、17日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 1日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎740077ま

でご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0745-92-5570
℻0745-92-5568
（若者サポート神須学園）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談 全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30☎内線125（福祉課）

女性のための相談
11日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎741218

主な連絡先
斑鳩町役場
� 0745-74-1001
上水道課
� 0745-74-1401
下水道課
� 0745-74-2406
町立図書館
� 0745-75-7733
中央公民館
� 0745-74-1511
東公民館
� 0745-74-4122
西公民館
� 0745-75-3911
中央体育館
� 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� 0745-70-1000
保健センター
� 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� 0745-74-0990
衛生処理場
� 0745-74-2371
西老人憩の家
� 0745-74-1517
東老人憩の家
� 0745-74-5050
三室休日診療所
� 0745-74-4100
いかるがホール
� 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※ 情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　

告　

枠 

●
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※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

11月の相談

斑
鳩
町
生
活
設
計
学
習
会

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
２
）

日
時　

11
月
８
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

斑
鳩
町
中
央
公
民
館
・
創
作
室

内
容　
「�

保
険
と
金
融
商
品
の
基
本
的
な

知
識
」

講
師　

奈
良
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
島
章
憲

定
員　

30
人
程
度

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　
　
　

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
�
５
７
０
１
）

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

資 

格　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業

者
（
卒
業
見
込
み
も
含
む
）

受 

付　

11
月
１
日（
火
）～
平
成
24
年
１
月

６
日（
金
）（
締
切
日
必
着
）

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）

※�

11
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）に
募
集
説

明
会
を
自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所
で
お

こ
な
い
ま
す
。（
両
日
と
も
午
前
10
時

～
午
後
４
時
）
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
奈

良
募
集
案
内
所
ま
で

● 

募　

集 

●

教
育
委
員
長
に　　

（
敬
称
略
）

　

藤
　

川
　

和
　

子

　

10
月
１
日
付
け
で
、
教
育
委
員
会
教
育

委
員
長
に
藤
川
和
子
委
員
が
、
高
塚
好
弘

委
員
が
同
職
務
代
理
者
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。教

育
長
に　　

（
敬
称
略
）

　

清
　

水
　

建
　

也
（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
10
月
27
日
付
け
で
、

議
会
の
同
意
を
得
て
教
育
委
員
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
教
育
長
の
選
任

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
10
月
27
日
付
け
で

教
育
長
に
清
水
建
也
委
員
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

 

（
敬
称
略
）

　

和
　

田
　

佐
知
子
（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
11
月
12
日
付
け
を
も
っ
て
選
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寄
附
の
お
礼　　

（
敬
称
略
）

　

田
　

中
　

静
　

治

　
　

 

10
万
円
（
文
化
財
の
保
全
と
継
承
・

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
）

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
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明
日
香
養
護
学
校　

体
験
学
習

　
　
　
（
中
学
部
・
高
等
部
）

　
　
　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
４
�
３
３
８
０
）

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平
成

24
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）
を
希
望
す
る

障
害
の
あ
る
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
対
し

て
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
験
入

学
を
お
こ
な
い
ま
す
。

中
学
部
（
給
食
の
試
食
を
実
施
）

日
時　

11
月
30
日（
水
）

　

午
前
９
時
10
分
か
ら
午
後
１
時

対 

象
◦�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小
学
６
年
生
と

保
護
者
お
よ
び
関
係
者

◦�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る
生
徒

と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者
（
当
日
参
加

の
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

高
等
部
（
給
食
の
試
食
を
実
施
）

日
時　

12
月
１
日（
木
）

　

午
前
９
時
10
分
か
ら
午
後
1
時

対
象

◦�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
中
学
３
年
生
と

保
護
者
お
よ
び
関
係
者

◦�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る
生
徒

と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者
（
当
日
参
加

の
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※�

そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
11

月
16
日（
水
）ま
で
に
直
接
県
立
明
日
香

養
護
学
校
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

南向きアンテナ（栃原テレビ中継局）で
デジタル放送をご覧のみなさんへ　～重要なお知らせ～

　栃原テレビ中継局（奈良県吉野郡下市町・栃原岳）の放送チャンネルが変わり
ます。もしテレビの映りが悪くなったり映らなくなりましたら地デジ受信機（テ
レビ、録画機、チューナ等）の「チャンネル再設定」をおこなってください。
方法が分からない場合は、下記コールセンターまで問い合わせてください。

「チャンネル変更コールセンター」（総務省テレビ受信者支援センター）
TEL：0120−922−303

※ＩＰ電話などで上記番号につながらない場合は、☎03－4231－0770�まで
受付時間：平日�9：00～21：00　土日祝�9：00～18：00

※本業務では費用を請求することはありません。地デジ詐欺などにご注意ください。
なお、北向きアンテナ（生駒局）を受信されている人につきましては、

「チャンネル再設定」なしで、そのままご覧いただけます。

● 

手
続
き 

●

〈映らない場合の例〉 〈映りが悪い場合の例〉
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い
か
る
が
の
里
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

申
込　

11
月
10
日（
木
）～
12
月
６
日（
火
）

日
時　

平
成
24
年
２
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

　

選
手
受
付
…
午
前
９
時
～
11
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

ハ
ー
フ　

正
午

　
　
　
　
　

10
㎞　
　

12
時
50
分

会 

場　

す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種
目10

㎞
の
部
（
男
女
別
）

　

◦
男
子　

高
校
生
～
29
歳
以
下
の
部

　

◦
男
子　

30
歳
代
の
部

　

◦
男
子　

40
歳
代
の
部

　

◦
男
子　

50
歳
代
の
部

　

◦
男
子　

60
歳
以
上
の
部

　

◦
女
子　

高
校
生
～
39
歳
以
下
の
部

　

◦
女
子　

40
歳
以
上
の
部

ハ
ー
フ
の
部
（
21
・
１
㎞
、
男
女
別
）

　

◦
男
子　

高
校
生
～
29
歳
以
下
の
部

　

◦
男
子　

30
歳
代
の
部

　

◦
男
子　

40
歳
代
の
部

　

◦
男
子　

50
歳
代
の
部

　

◦
男
子　

60
歳
以
上
の
部

　

◦
女
子　

高
校
生
～
39
歳
以
下
の
部

　

◦
女
子　

40
歳
以
上
の
部

参
加
資
格

　

◦
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

　

◦
次
の
制
限
時
間
内
に
走
れ
る
人

定
員　

ハ
ー
フ　

２
，
０
０
０
人

　
　
　

10
㎞　

な
し

制
限
時
間
（
ハ
ー
フ
の
部
の
み
）

　

８
㎞
地
点　

…
…
…
…
…
…
…　

50
分

　

10
・
５
㎞
地
点　

…
…
…
…
…　

65
分

　

18
・
７
㎞
地
点　

…
…
…　

１
１
９
分

　

ゴ
ー
ル
地
点　

…
…
…
…　

１
３
５
分

参
加
料

　

◦
一　

般　

…
…
…　

３
，
５
０
０
円

　

◦
高
校
生　

…
…
…　

２
，
０
０
０
円

※�
参
加
取
り
消
し
も
し
く
は
、
大
会
中
止

の
場
合
で
も
参
加
料
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

申
込　

11
月
10
日（
木
）～

　
　
　

平
成
24
年
１
月
13
日（
金
）

日
時　

平
成
24
年
２
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

　

選
手
受
付
…
午
前
８
時
～
８
時
30
分

ス
タ
ー
ト

　

法
隆
寺
コ
ー
ス　

…
…
…　

９
時
30
分

　

法
輪
寺
・
法
起
寺
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…　

９
時
40
分

会 

場　

す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種　

目

　

◦
法
隆
寺
コ
ー
ス　
　

３
，
０
０
０
ｍ

　

◦
法
輪
寺
・
法
起
寺
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
，
７
０
０
ｍ

参
加
資
格　

健
康
な
人

参
加
料　

無
料

※�

申
込
用
紙
は
、
役
場
・
各
公
民
館
・
中

央
体
育
館
・
図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。

※�

参
加
さ
れ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
師

の
診
断
を
受
け
健
康
管
理
に
十
分
注
意

し
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

万
一
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
主
催
者

で
応
急
処
置
を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
責

任
は
参
加
者
に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

い
か
る
が
法
隆
寺
・
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　
（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

　

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
す
る
伝
統
あ
る
「
い
か
る
が
の
里
・
法

隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」の
運
営
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

平
成
24
年
２
月
11
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃

応 
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
12
月
10
日（
土
）ま
で
に
、
い
か

る
が
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
（
中
央

体
育
館
内
）
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

参 

加
資
格　

町
内
在
住
で
大
会
日
時
の
間

す
べ
て
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
で
当

日
、
自
転
車
お
よ
び
徒
歩
で
参
加
可
能

な
人
。（
20
歳
以
上
）

※�

応
募
締
切
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

を
決
定
し
、
業
務
内
容
の
通
知
を
し
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
つ
い
て

は
、
実
行
委
員
会
で
傷
害
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

第
25
回

小
田
原
尊
徳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
日
時

　

平
成
24
年
３
月
11
日（
日
）

開
催
場
所　

神
奈
川
県
小
田
原
市
内

参
加
種
目　

ハ
ー
フ
お
よ
び
10
㎞

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

募 

集
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
高

校
生
以
上
）

募
集
期
間　

11
月
７
日（
月
）～
25
日（
金
）

※�

期
間
中
に
募
集
人
数
に
達
し
た
時
点
で

募
集
を
終
了
し
ま
す
。

参 

加
費　

１
人　

３
，
０
０
０
円
（
参
加

申
込
時
納
金
）

※�

エ
ン
ト
リ
ー
完
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
場
合
は
参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
費
用

◦�

現
地
で
の
食
事
、
宿
泊
費
（
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
７
，
０
０
０
円
前
後
朝
食
付
）

等
は
個
人
払
い
・
個
人
精
算
と
し
ま
す
。

◦
宿
泊
場
所
は
、事
務
局
で
斡
旋
し
ま
す
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●
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　食育についてお話を聞いたり、簡単な朝
ごはんを紹介します。
テーマ「簡単手づくり朝ごはん」
日時　11月22日（火）たつた保育園
　　　11月24日（木）あわ保育園
　両日とも午前11時～12時30分（申込不要）
※詳しくは両保育園まで

　あ　わ保育園（☎0745―74―1654）
　たつた保育園（☎0745―74―2203）

家庭支援講座

　　　　　　　　　　　期間
　　　　　　　　　　　　11月26日（土）～
　　　　　　　　　　　　　　　27日（日）
　　　　　　　　　　　場所
　　　　　　　　　　　　県立竜田公園・
　　　　　　　　　　　　　　　西公民館
イベント

11月26日（土）
　午前10時～：
　　　水難無事故祈願、竜田川で鯉の放流
　午前10時～午後３時：フリーマーケット
　午前11時～午後２時：
　　　　　　　　　　お茶席（堂山橋付近）
11月27日（日）
　午前10時～午後３時：フリーマーケット
　午前11時～午後２時：
　　　　　　　　　　お茶席（堂山橋付近）
　午前10時受付～・西公民館：俳句会
　※要事前申込
　　　（斑鳩吟社　林　☎0745―75―5300）

斑鳩町観光協会（☎0745―74―6800）

竜田川紅葉祭り
日時　11月19日（土）午前10時～正午
場所　いかるがホール小ホール
講演　「最近の犯罪情勢と安全・安心

まちづくり推進事業について」
講師　奈良県安全・安心まちづくり推進課
　　　　　　　　　　　　課長　中嶋良三

総務課（☎内線272）

身近な犯罪から家庭を守る町民集会
11

19

◦�

参
加
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、
宿
泊

費
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
徴
収
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

行
程

◦
平
成
24
年
３
月
10
日（
土
）

　

�

午
前
９
時
出
発　

す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
～
午
後
５
時

頃　

現
地
到
着

◦
平
成
24
年
３
月
11
日（
日
）

　

午
前
７
時
30
分
宿
舎
出
発

　

午
前
７
時
45
分
エ
ン
ト
リ
ー
受
付

　

午
前
９
時　

ス
タ
ー
ト

　

午
後
１
時　

現
地
出
発
～
午
後
８
時
頃

　

�

す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

館
駐
車
場
到
着

申 

込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
次
の
申
込
先
ま
で
参

加
費
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

込
先　

す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
内　

第
25
回
小
田
原
尊
徳
マ
ラ

ソ
ン
大
会
参
加
事
務
局

シ
ニ
ア
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

11
月
20
日（
日
）
午
前
９
時
～

　
　
　

雨
天
中
止

場
所　

天
満
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド

資
格　

町
在
住
・
在
勤
の
人

チ
ー
ム
編
成　

10
人
～
15
人（
監
督
含
む
）

※�

年
齢
制
限　

50
歳
以
上
３
人
、
60
歳
以

上
ま
た
は
女
性
を
含
め
６
人
（
常
時
９

人
出
場
の
こ
と
）
女
性
は
、
小
・
中
・

高
校
生
は
除
く

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

申
込　

11
月
７
日（
月
）～
14
日（
月
）

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

11
月
27
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　

中
央
体
育
館

資
格　

町
在
住
・
在
勤
の
人

種
別

　

団
体
戦
（
１
チ
ー
ム
６
人
～
10
人
）

　

個
人
戦
（
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
年
齢
制
限
な
し

抽
選　

大
会
当
日
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す

申
込　

11
月
７
日（
月
）～
21
日（
月
）

日時　11月22日（火）
　　　午後１時30分～午後３時
場所　中央公民館　大ホール
演題　「あゆみの家の活動　～劇と音楽～」
講師　特定非営利活動法人
　　　　「あゆみの家」　のみなさん
受講料　無料

中央公民館（☎0745―74―1511）

斑鳩町人権セミナー
11

22

11/26〜
11/27

11/22・
11/24
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中
学
校
卒
業
前
ま
で
の

お
子
さ
ん
を

養
育
さ
れ
て
い
る
人
へ

～
10
月
か
ら

　
「
子
ど
も
手
当
」
が
変
わ
り
ま
し
た
～

　

従
前
の
子
ど
も
手
当
が
9
月
30
日
で
施

行
期
限
を
迎
え
た
こ
と
に
伴
い
、
10
月
1

日
か
ら
新
た
な
法
律
に
も
と
づ
く
子
ど
も

手
当
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
要

件
や
支
給
額
等
が
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
24
年
４
月
以
降
は
、
新
し
い
手
当
制

度
に
変
わ
る
予
定
で
す
。

10
月
分
か
ら
の
手
当
月
額

　

０
～
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
律
）

　

３
歳
～
小
学
校
修
了
前　

１
万
円

　
　
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

　

中
学
生　
　
　
　

１
万
円
（
一
律
）

支
給
要
件
の
主
な
変
更
点

◦�

支
給
対
象
の
子
ど
も
に
対
し
て
国
内
居

住
要
件
を
設
け
る
→
10
月
分
よ
り
、
お

子
さ
ん
が
海
外
に
居
住
し
て
い
る
人

は
、
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。（
留

学
に
つ
い
て
は
手
当
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◦�

児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
中
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
置
者
等
に
手

当
を
支
給
す
る
。（
里
親
へ
の
支
給
を

含
む
）

◦�

未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者
（
父
母

が
国
外
に
い
る
場
合
）
に
も
、
手
当
を

支
給
す
る
。

◦�

支
給
条
件
を
満
た
す
者
が
複
数
い
る
場

合
は
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
者
に

支
給
す
る
。（
受
給
者
が
単
身
赴
任
の

場
合
を
除
く
）

※�

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

以
降
の
手
当
制
度
に
て
、
平
成
24
年
６

月
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

支
給
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
人

は
申
請
が
必
要
で
す

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
新
し
い
法
律
に
よ
り
支
給

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
人

を
含
め
、
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
を
も
つ

す
べ
て
の
人
は
、
町
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。（
※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。）

対
象
者
へ
は

11
月
初
旬
に
申
請
用
紙
を
送
り
ま
す

　

申
請
用
紙
に
は
、
受
給
者
の
氏
名
等
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

の
う
え
、
役
場
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
10
月
分
か
ら
平
成
24
年
１
月
分
の

手
当
を
平
成
24
年
２
月
の
定
時
払
で
受
け

取
る
に
は
、
12
月
22
日（
木
）ま
で
に
役
場

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
22
日
㈭
ま
で
に
提
出
で
き
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に

申
請
を
す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養

育
さ
れ
て
い
る
人
で
、
11
月
中
旬
に

な
っ
て
も
申
請
用
紙
が
届
か
な
い
場
合

は
役
場
福
祉
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
〉

　

次
の
場
合
は
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
申
請
用
紙
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
）

※�

３
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
も
、
手
当
が

発
生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け

取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◦�

10
月
１
日
以
降
に
他
の
市
町
村
か
ら
転

入
、
ま
た
は
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

た
人

　

�

転
入
ま
た
は
転
出
し
た
日
（
予
定
日
）

の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
転
出
さ
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
転
出
先
で
の
申
請
に
な
り

ま
す
。

◦�
10
月
１
日
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
人

　

�

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
日
の
翌
日
か
ら

15
日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

「
児
童
扶
養
手
当
」
の
申
請
は
、

　
　
　

も
う
済
み
ま
し
た
か
？

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
分
手
当
か
ら

父
子
家
庭
も
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

に
な
り
ま
し
た
。（
所
得
制
限
有
り
）

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

※�

手
当
は
、
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　

11
月
は
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
で
す
。

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑

鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
次
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

●�

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活

動
●�

西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　

�

青
少
年
の
非
行
行
為
等
の
情
報
提
供

は
、
役
場
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３

８
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●�

青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
（
毎
週
火
・
金
・

土
曜
日　

中
央
公
民
館
内
）
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11
月
11
日
～
17
日
は

　
　
　
　

税
を
考
え
る
週
間

　

～
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

　
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
～

　
　

奈
良
税
務
署

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
�
１
２
０
１
）

●
週
間
中
の
主
な
活
動

◦�

「
税
を
考
え
る
週
間
」特
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

）

◦
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

◦�

小
、
中
学
生
な
ど
に
対
す
る
税
の
役
割

と
税
務
署
の
仕
事
の
紹
介

◦
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
と
は
？

　

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
が
利
用
可
能

で
す
。

①�

所
得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
・
酒
税
お

よ
び
印
紙
税
の
申
告

②
全
税
目
の
納
付

③
申
請
・
届
出
等

　

特
に
、
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
等
利

用
回
数
の
多
い
手
続
に
は
大
変
便
利
で
す
。

詳
し
く
は
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp

）

許
し
ま
せ
ん
！　

滞
納

町
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間

　
　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
５
・
１
５
６
）

　

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
奈
良
県
で
は

今
年
度
も
11
月
・
12
月
を
「
市
町
村
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間
」と
設
定
し
、

一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
県
内
市
町
村
と
県
が
協
力

し
て
、
差
押
・
公
売
等
に
よ
る
滞
納
整
理

を
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に

納
付
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談

　
　
　

近
畿
税
理
士
会
奈
良
支
部

　
（
☎
０
７
４
２
�
１
６
５
５
）

　

近
畿
税
理
士
会
で
は
、
税
務
相
談
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
相
続
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？
」「
生
前
贈
与
を
し
た
い
ん
だ
け

ど
？
」
等
お
悩
み
の
人
は
、
ぜ
ひ
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
理
士
が
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
で
親

切
・
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

開 

設
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

後
１
時
～
４
時
（
祝
日
・
夏
期
・
年
末

年
始
・
確
定
申
告
時
期
を
除
く
）

開 

設
場
所　

奈
良
市
登
大
路
町
14
︱
５

　

奈
良
納
税
会
館
４
階

情
報
公
開
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

情
報
公
開
総
合
公
開
窓
口

　
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

斑
鳩
町
情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
管
理

し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
積
極
的
な
町
政
へ

の
参
加
に
役
立
つ
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制

度
で
す
。

①�　

公
開
を
原
則
と
し
、
非
公
開
と
す
る

情
報
は
最
小
限
に
し
ま
す
。

②�　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
最

大
限
の
配
慮
を
し
ま
す
。

③�　

利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

情
報
公
開
総
合
公
開
窓
口
（
役
場
２
階

総
務
課
内
）
で
は
公
文
書
の
開
示
請
求
だ

け
で
な
く
、
町
政
に
関
す
る
刊
行
物
や
資

料
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利 

用
時
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

▲�税金を納付されない場合、自動車や
バイクを差し押えることがあります

　　シルバー人材センター（☎0745－75－0884）
　会員による社会奉仕活動や住民との交流の輪を広げる活動
の一環として11月５日（土）「シルバー市」を開催します。
場所等詳しくはシルバー人材センターまで問い合わせてくだ
さい。
シルバー会員募集 　※入会説明会　11/7　9：30開催

　シルバー人材センターでは、町内に在住の原則60歳以上
の人ならどなたでも入会できます。（理事会の承認が必要）
高齢者にふさわしい仕事を提供します。仕事の依頼も受けて
います。お気軽に相談してください。

11月はシルバー人材センター普及啓発月間です

情
報
公
開
制
度
の
原
則

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
　
　

（
普
通
徴
収
第
５
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

（
普
通
徴
収
第
５
期
分
）

　
　
　

…
…
国
保
医
療
課

　
　
　
　
　
　

（
☎
内
線
１
１
２
・
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
分
）

　
　
　
　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

11
月
30
日
㈬

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。



��2011.11.  広報 

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

一
部
の
心
な
い
人
に
よ
る
山
林
・
河
川

敷
・
空
き
地
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
が
後
を

た
ち
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
資
源
を
大
切
に

使
う
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守

り
、
住
み
よ
い
町
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

●
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

　

町
で
は
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
看

板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
不
法
投
棄
の
防

止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
不
法
投
棄
を

未
然
に
防
止
す
る
に
は
、
み
な
さ
ん
の
監

視
の
目
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

道
路
や
河
川
敷
で
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

ご
み
を
発
見
し
た
ら
、
投
棄
場
所
、
ご
み

の
種
類
を
役
場
環
境
対
策
課
へ
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
不
法
投
棄
し
て
逃
げ
た
」
と

い
っ
た
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
や
特
徴
な
ど
を
確
認
し
、
す
ぐ
に
西

和
警
察
署
（
☎
０
７
４
５
�
０
１
１
０
）

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
を
捨
て
る
と

き
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

① 

以
前
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
店
、
新
し

く
買
い
換
え
る
店
に
引
取
り
を
依
頼

　

➡
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
別
表
１
）
と
収

集
運
搬
費
用（
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

を
支
払
い
、
製
品
を
引
き
取
っ
て
も
ら
う

② 

以
前
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
店
が
遠
方

や
廃
業
の
た
め
引
取
で
き
な
い
場
合

　

➡
最
寄
の
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

（
別
表
１
）を
支
払
い
、指
定
引
取
場
所（
別

表
２
）
へ
持
ち
込
む
（
指
定
引
取
場
所
へ

の
収
集
運
搬
を
町
粗
大
ご
み
処
理
予
約
事

務
所
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
手

数
料
３
，
０
０
０
円
（
☎
�
３
６
６
３
）

　

９
月
20
日
、
町
内
の
ご
み
集
積
場
所
か

ら
収
集
し
た
不
燃
ご
み
が
、
ご
み
収
集
車

の
中
で
出
火
し
ま
し
た
。
出
火
場
所
が
住

宅
地
内
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
わ
や

大
惨
事
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

出
火
の
原
因
は
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

に
残
っ
て
い
た
ガ
ス
に
、
摩
擦
等
に
よ
る

火
花
が
引
火
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

幸
い
重
大
な
事
故
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
過
去
に
も
こ
の
よ
う
な
事
故
が
何

度
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
…
そ
ん
な
気
持
ち
が

大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

い
ま
一
度
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

を
見
直
し
、
同
じ
よ
う
な
事
故
が
二
度
と

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

Q 

使
い
切
っ
た
ラ
イ
タ
ー
や
、
穴
を
あ
け

た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ガ
ス
缶
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
不
燃
ご
み
に
出
し
て
い
い
？

A
絶
対
ダ
メ
で
す
！

　
�

使
い
切
っ
た
ラ
イ
タ
ー
や
、
穴
を
あ
け

た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ガ
ス
缶
、
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
中
に
少
量
の
ガ
ス
が
残
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
、
摩
擦
等
で
爆
発
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

不
燃
ご
み
で
は
な
く
、
必
ず
「
有
害
・

危
険
な
ご
み
」の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

次
の
「
有
害
・
危
険
な
ご
み
」
の
日
は
、

11
月
30
日（
水
）で
す
。

安
全
の
た
め
、
必
ず
守
っ
て

①�

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、
必
ず
中
の
ガ

ス
を
使
い
切
り
、「
有
害
・
危
険
な
ご
み
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ガ
ス
缶

は
最
後
ま
で
使
い
き
り
、
穴
を
あ
け
て

ガ
ス
抜
き
し
て
か
ら
、「
有
害
・
危
険

な
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
不
燃
ご
み
と
し
て
出

す
場
合
は
、
給
油
タ
ン
ク
と
器
具
内
の

灯
油
を
抜
き
取
る
か
、
空
焚
き
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
、

電
池
式
点
火
装
置
を
使
用
し
て
い
る
も

の
は
、
乾
電
池
を
は
ず
し
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。
乾
電
池
は
「
有
害
・
危

険
な
ご
み
」の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�みだりにごみを捨て
た場合、５年以下の
懲役、１千万円以下
の罰金が課せられる
場合があります。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
　

ご
み
収
集
時
に
出
火
！

　
　
　
～
ご
み
分
別
ル
ー
ル
は

　

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
～

危険

（別表１）リサイクル料金

（別表２）指定引取場所（下記のいずれかに持ち込み）

品　目 リサイクル料金（大手メーカーの場合）
＊郵便局の場合、別途払込手数料が必要です

エアコン 2,625円
テレビ 15型以下1,785円／16型以上2,835円

冷蔵庫・冷凍庫 170㍑以下3,780円／171㍑以上4,830円
洗濯機・衣類乾燥機 2,520円

＊ 受付日時　月～土曜日（祝日・年末年
始・盆はのぞく）午前9時～午後5時

誠運輸（株）
河合町大字穴闇49−1
電話：0745−58−3277

センコー（株）奈良支店
奈良ＰＤセンター
大和郡山市横田町141−1
電話：0743−56−2329

テ
レ
ビ
を
道
路
や
河
川
敷
に

捨
て
な
い
で
！

不燃ごみの中にたくさんの使い捨て
ライターが混ざっていました

▲9/20発生した
　　　ごみ収集車火災
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公
的
機
関
を
か
た
る
訪
問
販
売

業
者
に
ご
注
意
を

　
『
水
道
局
か
ら
の
要
請
で
排
水
管
の
高

圧
洗
浄
を
無
料
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
』

と
言
う
業
者
や
、『
役
場
の
方
か
ら
消
火

器
の
点
検
・
販
売
で
や
っ
て
き
ま
し
た
』

と
言
う
公
的
機
関
と
勘
違
い
す
る
よ
う
な

社
名
の
消
火
器
販
売
業
者
が
、
付
近
を

回
っ
て
い
る
が
、
役
場
が
本
当
に
要
請
し

た
の
か
。

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
入
っ
て
い
ま

す
。
役
場
、
水
道
局
、
消
防
署
等
の
公
的

機
関
が
、
業
者
に
そ
う
い
っ
た
要
請
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

排
水
管
無
料
洗
浄
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

か
ら
、
洗
浄
後
、
床
下
の
点
検
と
上
が
り

こ
み
『
床
下
が
非
常
に
湿
気
て
お
り
、
対

策
を
し
な
い
と
家
が
腐
る
』
な
ど
事
実
で

な
い
こ
と
を
告
げ
、
不
安
を
あ
お
り
、
不

要
な
調
湿
剤
を
敷
い
た
り
床
下
換
気
扇
の

設
置
工
事
の
契
約
を
締
結
さ
せ
る
、
あ
る

い
は
水
周
り
の
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
契
約
さ
せ
る
悪
質
業
者
も
存
在
し
ま

す
。

　

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
等
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、
特
定
商
取
引
法

で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
、
契
約
書
面

の
交
付
義
務
、
勧
誘
行
為
規
制
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
業
者
は
訪
問
の

目
的
を
告
げ
る
こ
と
、
事
業
者
名
な
ど
を

明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
契
約
を

拒
否
し
た
者
に
再
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。公
的
機
関
を
か
た
る
、

事
実
で
な
い
こ
と
を
告
げ
る
、
販
売
目
的

を
告
げ
な
い
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契

約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
特
定
商
取

引
法
他
に
定
め
る
契
約
に
対
し
て
、
無
条

件
で
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。
契
約
書
を
受
領
し
た
日
（
そ

の
日
も
含
め
て
）
か
ら
８
日
間
（
マ
ル
チ

商
法
、
内
職
商
法
等
の
契
約
は
20
日
間
）

に
、
販
売
業
者
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
利
用
時
）
に
対
し
て
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ
キ
を
作
成
、
コ
ピ
ー
を

取
り
、
簡
易
書
留
郵
便
で
発
信
し
ま
す
。

商
品
を
受
領
済
の
場
合
は
、
送
料
は
業
者

負
担
で
返
送
し
ま
す
。

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時
～

　

正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員　

田
中
由
香
利

　

問
合
せ　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
２
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

上
水
道
課
（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
地
域
ご
と

に
基
準
日
を
定
め
て
２
か
月
ご
と
に
検
針

員
が
伺
っ
て
、
指
示
数
を
確
認
し
、
使
用

水
量
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

検
針
し
た
使
用
水
量
は
、
後
日
、
水
道

料
金
と
し
て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
が
、
使

用
さ
れ
た
水
量
を
正
確
に
量
り
、
水
道
料

金
の
計
算
資
料
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

正
確
で
能
率
的
な
検
針
の
た
め
、
次
の

点
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
し
ま
す
。

▼�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、
い

つ
も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

家
の
増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
床
や
屋
内
に
な
る
と
き

は
、
屋
外
の
見
や
す
い
場
所
に
移
し
て

く
だ
さ
い
。

▼�

犬
は
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、
出
入
口

や
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し

て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上

水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　竜田川紅葉祭りは、
　　　11月○日〜○日でしょう。
　　　　〈11月12日必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・
広報クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選
で２人に図書カードをプレゼントします。プレ
ゼントの当選は、発送をもってかえさせていた
だきます。
　　　　10月号のクイズの答　里帰り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数23）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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●申込先：保健センター
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※天候等の状況により、検診・教室等の日程を変更することがありますので問い合わせてください。

健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

　

場
所
・
申
込
に
つ
い
て
は
、
記
載
以
外

は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
い
ま
す
。

糖
尿
病
予
防
教
室

　

健
診
で
血
糖
値
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

る
人
、健
康
的
な
生
活
に
関
心
が
あ
る
人
、

ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ　

�「
血
糖
値
が
高
い
と
合
併
症
が

心
配
！
」

　

①
高
血
糖
と
は
？
私
の
適
量
っ
て
？

　

②
進
行
さ
せ
な
い
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

①
11
月
18
日（
金
）

　
　
　

②
12
月
9
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象　

町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

申
込　

前
日
ま
で

※�

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分
は
個
別
栄

養
相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　
（
予
約
制
：
１
人
１
時
間
位
）

骨
密
度
測
定

　
　
　
（
今
年
度
最
後
に
な
り
ま
す
）

日
時　

12
月
１
日（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象　

町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　

各
60
人
（
先
着
順
）

持
物　

健
康
手
帳

申
込　

11
月
９
日（
水
）か
ら

※�

申
し
込
み
時
に
予
約
時
間
を
お
伝
え
し

ま
す
。

○申し込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮がん・乳がん検診は2年に1回です。】
○検診時は、必ず健康手帳を持参してください。
○4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
○ 胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax で申し込んでください。（fax0745－74－0903）

「こころの健康相談」
相談日時　　11月21日（月）　午後１時～３時
定　　員　　２人（毎月１回予約制）
相 談 員　　精神保健福祉士

対 象 者　　○精神的不安で悩んでいる人
　　　　　　○対人関係で悩んでいる人
　　　　　　○�家族（または自分）の引きこもり

などで悩んでいる人

※子宮がん・乳がん・胃がん・肺がん検診は、今年度最終です。
事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項 場所

子宮がん検診

11月16日㈬
12月７日㈬

12：45～
　13：30
申込先着
各30人 受

付
30
分
前
の
番
号
札
は
な
く
な
り
、
時
間
予
約
制
と
な
り
ま
し
た
。

20歳以上の女性
平成22年度に
町の検診を受診
されていない人

○ 検査当日に生理中の人は受診で
きません。

保
健
セ
ン
タ
ー

乳 が ん 検 診
マンモグラフィ・
視触診併用

12：45～
　13：15
申込先着
各40人

40歳以上の女性
平成22年度に町のマ
ンモグラフィ検診を
受診されていない人

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人

子宮がん・乳がん
マンモグラフィ・
視触診併用
セット検診

14：00～
　14：45
申込先着
各40人

40歳以上の女性
平成22年度に町の
子宮がん・乳がん検診
を受診されていない人

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
•生理中の人

大腸がん検診
11月17日㈭
11月25日㈮
12月7日㈬

9：00～
　11：00 35歳以上 ○ 容器は保健センターで事前に購

入してください。（容器代300円）

胃がん・肺がん
セット検診

11月29日㈫
11月30日㈬
12月5日㈪

8：30～
　10：00
申込先着
各70人

40歳以上 ○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。
○検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）胃 が ん 検 診

8：30～
　10：00
申込先着
各20人

35歳以上

肺 が ん 検 診
10：30～
　11：00
申込先着
各20人

40歳以上
○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。（容器代
270円）

［ ］
［ ］
［ ］

［ ］

［ ］



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

パ
パ
と
遊
ぼ
う
！

　
　
　
　
（
定
員
80
組
・
先
着
順
）

　

親
子
で
思
い
切
り
か
ら
だ
を
動
か
し
て

楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　

ゆ
め
づ
く
り
あ
そ
び
屋

　
　
　
　
　

理
事
長　

橋
本　

高
志

日
時　

11
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
9
時
15
分
～
）

対
象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

場
所　

�

す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
ア
リ
ー
ナ

申
込　

11
月
16
日（
水
）ま
で

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

　
　
　
　
（
定
員
50
組
・
先
着
順
）

　

男
性
保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　

遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
（
受
付
は
午
前
10
時
45
分
～
）

対
象　

就
学
前
の
親
子

場
所　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

申
込　

11
月
22
日（
火
）ま
で

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

　

健
康
運
動
指
導
士
が
家
庭
で
で
き
る
運

動
や
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
等
を

指
導
し
ま
す
。

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時　

11
月
22
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

対
象　

町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

持
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル

申
込　

11
月
17
日（
木
）ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

は
つ
ら
つ
歩
こ
う
会

　
　
（
今
年
度
最
後
に
な
り
ま
す
）

　

健
康
の
た
め
に
町
内
の
史
跡
等
を
巡
り

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象　

町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

集
合
場
所　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ス　

竜
田
川
散
策
方
面

持
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
等

申
込　

前
日
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等 場所
パ パ マ マ
スクールサロン 11月17日㈭ 10：00～

　11：30
健
診
の
受
付
簿
は
受
付
開
始
時
間
の
30
分
前
に
出
し
ま
す
。

妊娠中の人 ○助産師の「産後に役立つおっぱいの話」
申込：前日まで

保
健
セ
ン
タ
ー

乳 幼 児 相 談
(個別 ) 11月21日㈪ 13：30～

　15：00 就学までの児 〇 育児や食事のことなどについての相談
申込：前日まで

双 子 ク ラ ブ 11月22日㈫ 10：00～
　11：30

多生児を育ててい
る人・妊娠してい
る人

○交流会
申込：前日まで

3 歳 児 健 診
(内科・歯科 ) 11月24日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ20年2・3月生
〇 内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布
等
持物：母子健康手帳、問診票、朝一番の尿
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
(身体計測 ) 12月8日㈭ 9：30～

　11：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：前日まで

1歳6か月児健診
(内科・歯科 ) 12月14日㈬ 13：00～

　13：30 Ｈ22年4・5月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

わんぱく広場 12月15日㈭

9：45～
　10：00

Ｈ22年12月生・
Ｈ23年1月生

○発達と育児のポイントについての話
　（歯みがき・しつけ等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

13：15～
　13：30 Ｈ23年6・7月生

○育児のポイントについての話
　（赤ちゃん体操、事故防止等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで



11月号
平成23年11月1日発行

（通巻554号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₆₆₅人
　　（前月比　+49）
　　男₁₃ , ₅₉₈人
　　女₁₅ , ₀₆₇人

　 　₁₁ , ₁₁₁世帯
　　（前月比　＋21）

（平成23年₉月30日現在）

問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課

〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7−12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

まさかの台風12号に
よる被害。東日本に続
く自然災害に、なぜ？
と思うばかりです。同
じ奈良県に住む仲間の
ため、支援金や、人的
支援がはじまりまし
た。１日も早い復興を
願っています。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

広告

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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京

　

糖
尿
病
を
引
き
起
こ
す
、
最

大
の
危
険
因
子
は
肥
満
で
す
。

食
事
か
ら
摂
取
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
が
多
い
と
、
余
分
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪
と
な
っ
て
体

に
ど
ん
ど
ん

蓄
積
さ
れ
ま

す
。

　

チ
ェ
ッ
ク

の
数
が
多
い

ほ
ど
、
糖
尿

病
に
か
か
り
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
食
べ
す
ぎ
ず
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
事
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
の
食
事

方
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

① 

野
菜
を
１
日
３
５
０
ｇ
以
上

食
べ
ま
し
ょ
う
…
野
菜
に
は

食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
、

肥
満
を
予
防
で
き
る
。ま
た
、

ご
飯
よ
り
先
に
食
べ
る
こ
と

で
食
後
の
血
糖
値
が
上
が
り

に
く
い
。

② 

朝
食
は
抜
か
ず
3
度
の
食
事

糖
尿
病
に

　
な
ら
な
い
体
づ
く
り

を
規
則
正
し
く
と
り
ま
し
ょ

う
…
朝
食
を
抜
く
と
脂
肪
を

分
解
す
る
能
力
が
低
下
し
、

肥
満
に
な
り
や
す
い
。
欠
食

す
る
こ
と
で
体
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
よ
う
と
し
、
太

り
や
す
く
な
る
。

③ 

食
事
は
腹
八
分
目
で
食
べ
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

…
食
べ
す
ぎ
は
イ
ン
ス
リ
ン

や
消
化
酵
素
の
分
泌
量
を
増

や
し
、
す
い
臓
に
負
担
を
か

け
、
脂
肪
を
た
め
や
す
い
体

に
な
る
。

④ 

急
が
ず
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま

し
ょ
う
…
よ
く
噛
ん
で
十
分

時
間
を
か
け
る
こ
と
で
空
腹

感
が
抑
え
ら
れ
る
。

⑤ 

調
味
料
は
か
け
ず
に
つ
け
て

食
べ
ま
し
ょ
う
…
お
醤
油
な

ど
の
塩
分
は
高
血
圧
の
原
因

と
な
り
血
糖
値
を
悪
化
さ
せ

る
の
で
、
直
接
料
理
に
か
け

な
い
よ
う
に
す
る
。

糖
尿
病
に

　

か
か
り
や
す
い
か

チ
ェ
ッ
ク

　

し
て
み
ま
し
ょ
う

□
食
べ
す
ぎ
て
い
る

□
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

□
お
や
つ
を
必
ず
食
べ
る

□
脂
っ
こ
い
も
の
が
好
き

□
甘
い
も
の
が
好
き

□
食
事
時
間
が
不
規
則

□
朝
食
は
食
べ
な
い

□�

家
族
や
親
せ
き
に
糖
尿
病
の

人
が
い
る

□
運
動
不
足
で
あ
る

□�

妊
娠
中
に
血
糖
値
が
高
い
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。


